
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 地域包括支援センター近隣事業所 事業所職員 その他

人 人 3人 人 人 1人 人 2人 1人

　Ｃ.事業所と地域の
　　　かかわり

・宝永地区福祉委員としての活動継続、
今年度から防災委員としての活動に取り
組みます。地域住民・団体の声を聞き取
り当施設で実行できることは行います。
・地域の行事・会議に参加したスタッフか
ら全スタッフへの情報共有を行います。
・「きらめき応援団（ボランティア）」の案内
を地域住民に行い加入者を増やす、「きら
めき応援団（ボランティア）」と利用者の交
流の機会を増やしていく

・福祉委員として地域の活動がしっか
りできました。
・地域活動に参加したスタッフからの
情報共有は不充分でした。
・「きらめき応援団（ボランティア）」の
会員の増加はできたが、活動の場の
提供が不充分でした。

・福祉委員、ブロック長として地域での
活動を積極的に実施できており感謝し
ている。
・今年も福祉委員として地域活動を期
待しています。

・宝永地区福祉委員・防災委員としての
活動継続を実行します。
・地域行事や地域活動をスタッフにも情
報共有を行い、地域活動参加を増やし
地域との関係作りの架け橋としていき
ます。
・「きらめき応援団（ボランティア）」の具
体的な活動の場を提供して、利用者と
の交流の機会を増やしていきます。
・利用者の方に、活動予定をお知らせ
し、交流の活発化を図ります。

　Ｄ.地域に出向いて
　　　本人の暮らしを
　　　支える取り組み

・宝永地区福祉委員の取り組みを実施し
ていくなかで地域住民・団体の声を聞き
取り、当施設で実行できることは行い、地
域のお役立ちをしていきます。

・宝永地区福祉委員、更にブロック長
として地域での活動に積極的に参加
できました。

・地域の行事に利用者の参加増進をし
ても良いと思う。
・福祉委員、ブロック長として地域での
活動を積極的に実施できており感謝し
ている。

・宝永地区福祉委員・防災委員としての
活動継続を実行します。
・地区の行事について、地区の回覧板
内容を利用者の方にお知らせして宝永
地区への理解を深め、行事参加を促し
します。
・運営推進会議や地区会議を通して、
地区役員さんと協議し、利用者が地域
で活躍できる場、役割作りの活動に
チャレンジしていきます。（清掃活動、地
域の祭りなど）

　Ａ.事業所自己評価の
　　　確認

・事業所自己評価で取り決めた目標を達
成に向けて取り組みます

項目に対して「できている」「できてい
ない」が分かりづらい（返答）項目のこ
の部分はできているが、この部分はで
きていないと記入しましたが分かりづ
らいので、分かりやすく修正します。

・忙しい中大変だと思いますが無理せ
ずに取り組んでいってください。
・地域資源とはなにか？を理解できて
いる人は少ないと思う、あまり難しく考
えず地域との連携が少しずつでもとって
いけば良いと思う。

・事業所自己評価で取り決めた改善計
画に沿って、取り組みを行います。主
に、利用者の情報収集を強化し、利用
者の個々の自立を促し、出来ることを
増やす取り組みをしていきます。

　Ｂ.事業所の
　　　しつらえ・環境

・家族や地域住民が事業所に入りやすい
取り組みの継続運営をしていく（いっぷく
茶屋・早朝マシーントレーニング）。
・定期的に地域住民・団体の活動披露の
取り組みを企画して、地域住民と利用者
の交流の場を提供します。

・家族や地域住民が事業所に入りや
すい取り組みの継続運営はできまし
た（いっぷく茶屋・早朝マシーントレー
ニング）。
・地域住民、団体の活動披露を月に
一回以上実施しました。

・いっぷく茶屋、早朝マシーントレーニン
グ開放といった取り組みは継続してほ
しい。
・地域住民が入りやすい環境になって
いる（ギャラリー貸し出し）。

・家族や地域住民が事業所に入りやす
い取り組みを今後も継続していきます
（いっぷく茶屋・早朝マシーントレーニン
グ・ギャラリー貸し出し）。
・事業所にて利用者とその家族が交流
するイベントの実施（１回以上行う）をし
ます。

出席者
合計

７人

項目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取り組み・結果 意見 今回の改善計画

小規模多機能型居宅介護「サービス評価」総括表

法人名 福井県民生活協同組合 代表者 竹生　正人 法人・
事業所
の特徴

「宝永きらめき」は小規模多機能型居宅介護・通所介護があり、介護が必要な方が施設を利用しなが
ら住みなれた自宅で生活をできるように支援しています。また集会室の貸し出しやふれあいお食事
会等の行事を行っており、地域住民へ集いの場を提供することで地域に根ざす施設を目指していま
す。事業所名 宝永きらめきハウス 管理者 杉江　正幹



　Ｅ.運営推進会議を
　　活かした取り組み

・運営会議の開催場所を年に1回でも利
用者の顔が見える場所で開催します。

・小規模の和室にて開催しました。（年
１回）

・利用者の顔が見える場所で運営推進
会議をすることで現場の雰囲気がよく
わかり良かったです。

・利用者、職員が地域活動に積極的に
参加し、地域との関係作りを深めます。
・運営会議の開催場所を利用者の顔が
見える場所で開催継続します。（年に１
回以上）

　Ｆ.事業所の
　　防災・災害対策

・事業所の防災訓練で地震の防災訓練を
実施します。
・地域の防災訓練に防災委員として参加・
活動します。

・地震、火災の防災訓練を実施しまし
た。
・地域の防災訓練に防災委員として参
加、活動しました。

・地震、火災の防災訓練の継続をしてく
ださい。
・事業所の防災計画の内容がよくわか
らない。

・事業所の防災訓練で地震の防災訓練
を継続実施します。
・地域の防災訓練に防災委員として参
加・活動します。
・事業所の防災計画を運営推進会議の
場を通して資料開示を行います。


